


次 第

10：30 開会

10：40 基調報告 第 5 会議室

報告１ 「佐久市西一里塚遺跡群」 長野県教育委員会 櫻井秀雄

報告２ 「佐久市森平遺跡」 長野県埋蔵文化財センター 水澤教子

報告３ 「佐久市西近津遺跡群」 長野県埋蔵文化財センター 柳澤 亮

報告４ 「佐久市周防畑遺跡群」 長野県埋蔵文化財センター 上田 真

（休 憩）

13：00 講 演 第 5 会議室

「信州人の一万年 - 骨から歴史をみる -」
京都大学名誉教授 茂原信生氏

（休 憩）

14：30 シンポジウム 第 5 会議室
パネリスト：茂原信生氏、基調報告者

15：30 閉会

資料展示 10：00 ～ 13：00、14：00 ～ 16：00 第 4 会議室
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西一里塚遺跡群の調査成果

１ 所在地 佐久市岩村田字西一里塚 1614-2 ほか

２ 主な時代 弥生時代、平安時代～近世以降

３ 主な遺構 弥生時代（竪穴住居跡13軒、掘立柱建物跡1棟、円形周溝墓・方形周溝墓25基、木棺墓２、
土器棺墓６基、溝跡 45 条、土坑 89 基、遺物集中 3 箇所）
平安時代以降（水田跡 4 面、溝跡 5 条、土坑 1 基）ほか

４ 主な遺物 弥生土器、須恵器、土師器、陶磁器、石鏃、敲石、砥石、玉類、人形土器、
木製品（農具、建築部材、樋）、鉄製品（鉄釧、鉄剣）

５ 特記事項 円形周溝跡から鉄剣が、木棺墓からは鉄釧が出土。低地では水田跡 4 面を検出。
人形土器が出土。

６ 成果要約 遺跡は、佐久平北部に特徴的な田切り台地が消滅する地域にあたり、流れ山と呼ばれ
る残丘が点在するなかを、微高地と低地がひろがる地形にある。西一里塚遺跡群では
微高地で弥生時代中後期の集落と墓が展開する。流れ山でも弥生時代後期から古墳時
代初頭の集落が営まれていた。低地では平安時代頃から近世の水田跡が 4 面、被覆砂
層の下から検出された。弥生時代の調査面からは溝跡などがみつかったのみであり、
水田としては利用されていなかったことがわかった。遺物は、円形周溝墓の主体部か
ら鉄剣が、木棺墓から鉄釧が出土した。木製品は平安時代以降のものに加えて、佐久
地方では出土事例が少ない弥生時代のものも認められた。農具（鍬身、鍬柄、木鎌等）
や建築部材（破風板、床材、壁材、横架材等）などである。鍬身では曲柄にも直柄に
も装着できる珍しい両用タイプが出土した。他にも全体像がわかる人形土器も発見さ
れるなど希少な遺物の出土が多くみられた。このように佐久地方では低地の調査事例
が少ないなかで、木製品の出土や水田が検出できたことなどの成果をあげた。
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人形土器A類

神奈川県 上台遺跡例 千葉県 三嶋台遺跡例

神奈川県 ひる畑遺跡例 佐久市 中佐都小学校所蔵品例

静岡県 有東遺跡例

佐久市 西一本柳遺跡№１例 佐久市 西一本柳遺跡№２例
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人形土器B類

群馬県 有馬遺跡例 群馬県 小八木志志貝戸遺跡例

群馬県 川場村出土品例

群馬県 有馬条里遺跡№１例

群馬県 有馬条里遺跡№２例

群馬県 川端遺跡例（№１～７）

松原遺跡 SD1027 例 百瀬遺跡例

長野市 榎田遺跡例（№１～３）

№３例 №２例
№１例

千曲市 八王子山Ｂ遺跡例
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森平遺跡の調査成果

１ 所在地 佐久市大字横和

２ 主な時代 弥生時代、古墳時代、中世、近世

３ 主な遺構 弥生時代（竪穴住居跡 22 軒、掘立柱建物跡６棟、土坑 100 基、焼土跡 3 基、溝跡 1 条）
古代以降（溝跡 10 条）

４ 主な遺物 縄文土器、弥生土器、土師器、ミニチュア土器、土器片加工円板、太型蛤刃石斧、
扁平片刃石斧、磨製石鏃、磨製石鏃未製品、石錐、楔形石器、石槌、石皿、管玉、
鉄、（寛永通宝）

５ 特記事項 湯川低位段丘上の掘立柱建物跡を伴う弥生時代の集落。

６ 成果要約 森平遺跡は湯川から数十ｍという至近距離の低位段丘（第１河岸段丘）に立地し、弥
生時代中期を主体とする集落で、集落東西と南側は湯川の蛇行流路、北側は環濠で区
画され、後期前半までの遺構が検出されている。うち約半数は焼却を伴う竪穴住居跡
であり、各時期 1 ～数棟の掘立柱建物跡が伴う。それぞれの住居跡の床面近くからは
多くの土器が出土したが、うち 1 軒の住居跡の床面出土の甑の中から、渡来系弥生人
の歯が出土したことは佐久平初の発見となった。









―12―

西近津遺跡群の調査成果

１ 所在地 佐久市岩村田字西一里塚 1614-2 ほか

２ 主な時代 弥生時代、平安時代～近世以降

３ 主な遺構 縄文時代（竪穴住居跡 2、屋外埋設土器 1）
弥生時代（竪穴住居跡 110、円形・方形周溝墓 19、土坑墓 3、木棺墓 3、溝跡 1）
古墳時代（方形周溝墓 3）
古墳・奈良・平安時代（竪穴住居跡 432、掘立柱建物跡 122、方形区画状遺構 1、
木棺墓 3、溝跡 5）
中世（竪穴建物跡 4、井戸跡 3、溝跡 14）、近世（土坑墓 1）、縄文時代～中世（土坑 2467 基）

４ 主な遺物 縄文土器、打製石鏃、打製石斧、石匙、弥生土器、人形土器、土器片加工板、磨製石鏃、
勾玉、みがき石、磨石、敲石、刃器、土師器、須恵器、黒色土器、灰釉陶器、緑釉陶器、
紡錘車、帯飾具、砥石、カマド材、鉄製品（焼印、刀子、鉄鏃、鎌、苧引具、鍬・鋤先ほか）、
銅製品（銅印、銭貨、耳環、帯先金具）骨製品・骨（ヒト、シカ、イノシシ、ウマ、
ウシほか）

５ 特記事項 弥生時代後期の超大型竪穴住居跡（全長 18 ｍ超）。同期の集落を区画する大溝。古墳
時代前期古墳 3 基。奈良時代から平安時代の文字を記された土器多数出土。「美濃国」
刻印・「郡」ヘラ書・「大井寺」墨書・「大井」ヘラ書・墨書ほか。平安時代の銅製私印、
墨書土器と印字が共通する焼印の発見。平安時代末から中世の区画溝からウマ・ウシ
骨多数出土。

６ 成果要約 浅間山麓に形成された田切地形の末端近く、標高 705 ～ 711 ｍの台地上に立地する。
北側は小諸市境を流れる涌玉川に切られ、南側は濁川の氾濫低地に向かって緩やかに
傾斜する。表土は薄く、現旧耕作土下の同一面上で全ての時期の遺構を検出する。検
出面下は当地を厚く覆う浅間第一軽石流の堆積物である。集落は縄文時代から中世鎌
倉時代まで複合する。縄文時代の集落は中期から後期、弥生時代は後期、古墳時代以
降は古墳時代中期から奈良時代、平安時代まで連続し、中世集落は鎌倉時代に該当す
る。墓跡としては弥生時代後期の集落に伴う円形・方形周溝墓と土坑墓、木棺墓があ
る程度のまとまりを持つ。古墳時代前期には湧玉川南側の崖上に方形周溝墓 3 基が分
布する。平安時代には木棺墓が散見され、近世には土坑墓が 1 基確認されている。 弥
生時代後期の集落は、佐久地域で最大規模である。特に全長 18 ｍを超える竪穴住居
跡は、当該期の国内最大級である。集落後半期には、東西に区画する大溝が計画的に
掘削され、集落構造の変化が捉えられる。また骨角製品の製作痕跡のある竪穴住居跡
も発見されている。古墳時代中期には台地北側に小規模な集落が形成される。古墳時
代後期以降、集落は台地全体に広がり奈良時代、平安時代まで継続する。集落の構成
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周防畑遺跡群の調査成果

１ 所在地 佐久市長土呂字大豆田 1705 ほか

２ 主な時代 縄文時代、弥生時代、奈良・平安時代

３ 主な遺構 縄文時代（陥し穴１）
弥生時代（竪穴住居跡 64、円形・方形周溝墓 18、土坑墓５、土器棺墓４）
奈良・平安時代（竪穴住居跡 41、掘立柱建物跡 13）

４ 縄文土器 縄文土器、弥生土器、打製石斧、磨製石斧、磨製石鏃、勾玉、管玉、ガラス小玉、土師器、
須恵器、黒色土器、灰釉陶器、緑釉陶器、青磁、砥石、鉄製品（刀子、紡錘車）､
銭貨

５ 特記事項 土坑墓から３連銅釧出土。円形周溝墓の周溝の縁からヒスイ製勾玉出土。土器棺墓の
中から管玉６とガラス小玉 23 が出土。奈良時代の竪穴住居跡から須恵器短頸壺や土
師器鉄鉢形土器、平安時代の土坑から墨書されたものを含む灰釉陶器がまとまって出
土。遺構外で須恵器獣脚風字硯や川原寺式軒丸瓦が出土。

６ 成果要約 周防畑遺跡群は田切りの一つである濁り川の田切り谷に面した台地が途切れた先の緩
傾斜地に立地する。 周防畑遺跡群では、弥生時代の集落と墓跡、奈良～平安時代の集
落が検出された。弥生時代中期の集落は小規模で、竪穴住居跡３軒が南部の５区で検
出されている。弥生時代後期になると、５区の集落が拡大し、新たに北部の２・３区
にも集落が形成されるとともに、５区の集落の南西部に隣接して墓域が形成される。
この墓域内の円形周溝墓の周溝外から国内最大級のヒスイ製勾玉、土坑墓の一つから
３連の銅釧が出土し、２区の土器棺墓からは滑石製勾玉６個とガラス小玉 23 個が出
土している。古代の集落は北部の２・３区にみられる。薬壺と思われる須恵器短頸壺
や土師器鉄鉢形土器が竪穴住居跡から出土し、遺構外で須恵器獣脚風字硯や川原寺式
軒丸瓦が出土するが、これ以外に硯と帯金具や皇朝十二銭の出土はなく、灰釉陶器や
墨書土器の出土も少ない。近辺にあったと考えられる佐久郡衙に関連するとしても、
群雑任等の集落と思われる。その中で、10 世紀後半に成立した２区北部の掘立柱建物
群の地区では、墨書を含む灰釉陶器と灯明具を多数使用する祭祀を行っており、有力
者の屋敷地と思われる。
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信州人の一万年

骨から歴史をみる
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◆お問い合わせ先◆
長野県埋蔵文化財センター
〒 388-8007 長野県長野市篠ノ井布施高田 963-4
TEL026-293-5926 FAX026-293-8157
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://naganomaibun.or.jp/


